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審査要旨 
塚本善也氏の博士学位請求論文「日本統治時代台湾とロシア人」は、従来我が国の日露比較文化史の視点か
ら抜け落ちていたテーマ、即ち日本統治時代の台湾とロシア人が歴史的にどのような文化的交流を持ったかという
点に焦点を当て、複数のテーマを編年的に取上げ、掘下げることによって、この空白を埋める画期的な論文であ
る。台湾とロシアとの文化的交流は、日本が台湾を領有していた時期に集中して具体化しており、日台露三者の文
化交流として考察されねばならないが、日台露三ヶ国の文献を精査し、この問題に迫ることは日台露のいずれの研
究者にも困難な課題であった。台湾在住のロシア文学研究者である塚本氏はこの課題におそらく初めて挑戦し、
大きな成果をあげた。 
本論は序章、第一章「パーヴェル・イビスと「フォルモサ紀行」」、第二章「ロシア人博物学者モリトレフトの台湾調
査」、第三章「大主教ニコライおよび日本ハリストス正教会による台湾伝道」、第四章「ネフスキイから見る日本と台湾
―『ツォウ語方言資料』を中心に―」、第五章「音楽家の出会い／文化の交通―チェレプニンと江文也をめぐって
―」、最終章という構成になっており、最後に第一章で取上げたパーヴェル・イビスの「フォルモサ紀行」、第二章で
取上げたモリトレフトの「フォルモサ中・南部の未開人の中で行った動物学・民族学調査の四ヶ月」のロシア語から
の本邦初訳が付せられている。 
序章は研究課題、先行研究、方法論について述べる。ここで著者は時代の異なる複数の人物の事績に焦点を
当てることにより、それらの人々と彼らにまつわる出来事、史実の連鎖として日台露の文化交流史を描きだすことを
めざす、としている。 
第一章「パーヴェル・イビスと「フォルモサ紀行」」では 19 世紀後半のエストニア出身のロシア海軍軍人パーヴェ
ル・イビスの台湾旅行とその旅行記の概要が紹介される。「日本統治時代」という時代設定からはその前史となる
が、このロシア出身者による最初の台湾訪問はロシア、台湾の双方で忘れられた歴史となっている。この旅行記に
見出される台湾先住民族の記録が民族学的にも貴重な証言であるだけに、この旅行記の掘り起こしは貴重な貢献
である。 
第二章「ロシア人博物学者モリトレヒトの台湾調査」では、ロシア系ドイツ人モリトレヒトの台湾への博物学的調査
旅行について詳細な検討と紹介が行われる。 
第三章「大主教ニコライおよび日本ハリストス正教会による台湾伝道」では、大主教ニコライによる日本ハリストス
正教会の布教活動の一環として行われた台湾への布教活動とその消長、その原因が検討される。 
第四章「ネフスキイから見る日本と台湾―『ツォウ語方言資料』を中心に―」では、著名な日本学者ニコライ・ネフ
スキーが台湾を訪れて行った台湾原住民ツォウ族の言語・フォークロア調査について、その学問的動機、調査の実
際が著者自身の現地調査を踏まえて詳細にあとづけられている。さらにネフスキイが露訳したツォウ族の口頭伝承
のテキスト 15編もここで翻訳紹介されている。 
第五章「音楽家の出会い/文化の交通―チェレプニンと江文也―」では、まず亡命ロシア人作曲家チェレプニン
の来日、彼の中国・日本の音楽への関心の思想史的文脈が検討され、次に彼と台湾出身の声楽家・作曲家、江文
也との出会いと交流の意味が分析される。作曲家としての江文也がチェレプニンとの出会いによって台湾の国民音
楽をどのように構想していったかがここで検討されている。この二人の音楽家は今までそれぞれ個別には紹介・検
討されてきたが、日・台・露という三者の交流の文脈の中で位置づけられたのは初めてである。 
本論で多角的に掘り下げられているロシア人と日本統治時代台湾との関係は、博物学、民族学、言語学、宗教
布教活動、音楽と多岐のテーマにわたり、いずれも日台露の一次文献資料を駆使してなされているだけではなく、
筆者の台湾在住という条件も生かされて必要な現地調査も綿密に行なわれている。 
本論は、台湾と接触を持ったロシア人の事績に焦点を当てたものであり、逆に台湾におけるロシア文化の紹介・
受容の歴史にも触れてほしかった、という意見も出されたが、総じて本論はこの分野での日本で最初の博士学位請
求論文であり、博士の学位を授与するに充分に値するものと評価するものである。 
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